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古
　
文

　
今
年
度
入
試
は
、
新
課
程
を
学
ん
だ
高
校
生
が
初
め
て
受
験
す
る
入
試
で
あ
る
と
と
も
に
、

共
通
テ
ス
ト
の
国
語
に
お
い
て
大
問
の
配
点
変
更
に
よ
り
古
典
の
比
重
が
減
少
し
、
各
大
学
が

古
典
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
が
注
目
さ
れ
る
入
試
で
あ
っ
た
。

　
そ
う
し
た
な
か
、『
撰
集
抄
』（
　
東
京
大
）
は
新
課
程
入
試
の
古
典
に
お
け
る
一
つ
の
典

型
を
示
し
た
と
い
え
よ
う
。
物
語
の
内
容
を
た
ど
り
や
す
い
、
比
較
的
平
易
な
文
章
を
出
題
し

つ
つ
も
、
和
歌
を
含
め
た
内
容
の
正
確
な
読
み
取
り
や
、
抽
象
的
な
問
い
に
対
す
る
的
確
な
解

答
を
求
め
て
い
る
。『
海
道
記
』（

北
海
道
大
）
や
『
増
鏡
』（

名
古
屋
大
）
も
、
歴
史
上

の
出
来
事
を
回
想
す
る
形
式
で
読
み
取
り
や
す
い
。
受
験
生
が
一
度
は
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
で

あ
ろ
う
作
品
か
ら
の
出
題
が
目
立
つ
の
も
、
同
じ
意
図
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え

ば
『
更
級
日
記
』（

神
戸
大
）
は
有
名
箇
所
か
ら
の
出
題
で
あ
る
し
、『
玉
勝
間
』（

大
阪
大
）

で
は
『
伊
勢
物
語
』
の
「
東
下
り
」
と
関
連
さ
せ
た
出
題
を
し
て
い
る
。『
無
名
草
子
』（
岐
阜

大
）
も
有
名
箇
所
か
ら
の
出
題
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
難
度
の
高
い
問
題
や
和
歌
の
深
い
読
解
を
求
め
る
の
が
、
新
課
程
入
試
の

古
典
の
も
う
一
つ
の
傾
向
か
と
思
わ
れ
る
。『
源
氏
物
語
』（
　
東
北
大
）
は
昨
年
度
と
比
べ

て
明
ら
か
に
難
化
し
た
。
香
川
大
で
も
『
源
氏
物
語
』
が
出
題
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
「
古
典

を
出
題
す
る
大
学
を
受
け
る
以
上
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
文
章
を
読
解
で
き
る
力
を
つ
け
て
お
い

て
ほ
し
い
」
と
い
う
大
学
の
主
張
の
表
れ
か
と
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
『
紫
式
部
日
記
』（
　

鹿
児
島
大
）
も
含
め
、
大
河
ド
ラ
マ
を
視
聴
し
て
そ
れ
な
り
の
知
識
を
得
て
い
る
こ
と
を
期
待

し
て
の
出
題
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
歌
論
や
和
歌
の
解
釈
の
出
題
も
目
立
つ
。『
正
徹
物
語
』

（
　
名
古
屋
市
立
大
・
福
島
大
）、『
貝
合
』（
広
島
大
）、『
う
た
た
ね
』（
九
州
大
）、『
浜
松
中

納
言
物
語
』（

佐
賀
大
）、『
落
窪
物
語
』（
愛
知
県
立
大
）
な
ど
、
掛
詞
を
は
じ
め
と
す
る

和
歌
の
修
辞
を
踏
ま
え
た
和
歌
の
解
釈
が
出
題
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
呼
応
の
副
詞
や
、
助
動
詞
の
文
法
的
意
味
を
問
う
基
礎
的
な
問
題
も
見
ら
れ
、
日
頃

か
ら
地
道
に
学
習
を
重
ね
、
知
識
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
が
痛

感
さ
せ
ら
れ
る
。
作
品
の
文
学
史
的
位
置
づ
け
や
背
景
な
ど
も
含
め
、
普
段
か
ら
心
が
け
て
勉

強
し
て
ほ
し
い
。
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漢
　
文

　
本
文
の
分
量
は
一
部
の
大
学
を
除
き
、
一
ペ
ー
ジ
程
度
に
収
ま
っ
て
い
る
。
内
容
の
易
化
は

落
ち
着
き
を
見
せ
た
。
本
文
と
そ
の
注
か
ら
の
出
題
『
三
国
志
・
三
国
志
注
』（
　
九
州
大
）

や
『
史
記
・
李
義
山
詩
集
・
詩
人
玉
屑
』（
佐
賀
大
）
な
ど
、
複
数
の
文
章
を
並
べ
た
問
題
は

昨
年
よ
り
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
出
題
は
句
法
・
用
法
が
手
が
か
り
と
な
る
も
の
が
多
い
が
、
出
題
箇
所
（
傍
線
部
）
で
直
接

問
わ
れ
て
い
な
く
て
も
、
解
答
に
は
句
法
の
知
識
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
。
再
読
文
字
は
頻
出

で
あ
る
の
で
必
ず
習
得
し
て
お
く
こ
と
。
反
語
や
使
役
だ
け
で
な
く
、
二
重
否
定
、
仮
定
、
限

定
、
比
較
、
選
択
、
比
況
、
抑
揚
な
ど
幅
広
く
出
題
さ
れ
た
。
ま
た
書
き
下
し
や
口
語
訳
と
と

も
に
「
豈あ
ニ」「

如も
シ／

如ご
と
シ／

如し
ク」

な
ど
の
読
み
も
よ
く
問
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
は
「
於お
イ
テ」「

雖い
へ
ど
モ」

「
所ゆ
ゑ
ん以

」「
乃
す
な
は
チ・

輒
す
な
は
チ」

の
読
み
も
出
題
さ
れ
た
。
難
関
大
で
は
句
法
の
知
識
を
前
提
と
し
て
、

さ
ら
に
文
脈
を
踏
ま
え
て
考
え
さ
せ
る
問
題
も
多
い
の
で
、
漢
文
を
読
み
慣
れ
て
お
く
こ
と
。

　
記
述
の
量
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
大
で
一
五
〇
字
の
記
述
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
七
〇
～
八
〇

字
前
後
で
記
述
さ
せ
る
大
学
も
多
く
、
ま
と
め
る
力
が
試
さ
れ
る
。
ま
た
、
傍
線
部
の
説
明
を

求
め
る
問
題
で
あ
っ
て
も
本
文
全
体
を
踏
ま
え
て
書
く
べ
き
場
合
も
あ
り
、
ど
こ
ま
で
ま
と
め

る
の
か
を
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
文
だ
け
で
な
く
リ
ー
ド
文
や
注
は
解
答
の

ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
必
ず
読
み
、
理
解
の
助
け
と
し
た
い
。
対
句
的
な
表
現
に
も
注
目
す
る
こ

と
。
と
く
に
中
国
独
特
の
文
化
が
関
わ
る
問
題
は
、
リ
ー
ド
文
や
注
を
よ
く
読
む
必
要
が
あ
る
。

　
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、「
随
筆・評
論
」
に
あ
た
る
も
の
は
、『
竹
窓
二
筆
』（
東
京
大
）
や
『
考

信
録
提
要
』（
名
古
屋
大
）な
ど
が
出
題
さ
れ
た
。
日
本
漢
文
は『
先
哲
叢
談
』（
　
新
潟
大
）、『
近

古
史
談
』（
鹿
児
島
大
）が
出
題
さ
れ
て
い
る
。
諸
子
百
家
な
ど「
思
想
」に
あ
た
る
文
章
は
、『
韓

非
子
』（
お
茶
の
水
大
・
熊
本
大
）
や
、『
論
衡
』（
大
阪
公
立
大
）
な
ど
複
数
出
題
さ
れ
た
。

詩
は
『
白
氏
文
集
』（

岡
山
大
）
か
ら
出
題
さ
れ
た
が
、全
体
の
傾
向
と
し
て
は
少
な
か
っ
た
。

た
だ
、
押
韻
や
対
句
、
詩
の
構
成
な
ど
、
詩
の
基
本
事
項
は
解
釈
の
ヒ
ン
ト
と
も
な
る
の
で
確

認
し
て
お
く
こ
と
。「
歴
史
」
は
前
出
の
『
三
国
志
』
や
『
史
記
』
の
ほ
か
、『
戦
国
策
』（
岐
阜
大
）、

『
隋
書
』（
　
神
戸
大
）
な
ど
多
く
の
出
題
が
あ
り
、「
説
話
的
文
章
」
も
『
説
苑
』（
　
広
島
大・

大
阪
大
）、『
述
異
記
』（
北
海
道
大
）、『
履
園
叢
話
』（

東
北
大
）
な
ど
多
数
出
題
さ
れ
た
。

総
じ
て
評
論
な
ど
の
論
理
的
文
章
よ
り
も
、
説
話
集
に
加
え
、
歴
史
や
思
想
、
日
本
漢
文
で
も

物
語
要
素
の
あ
る
文
章
が
多
い
こ
と
が
今
年
の
傾
向
で
あ
っ
た
。
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本
年
度
の
入
試
問
題
に
つ
い
て
、
た
く
さ
ん
の
問
題
に
直
接

触
れ
て
い
る
編
集
委
員
が
率
直
な
感
想
を
述
べ
る
。

（
太
字
の
出
典
は
、
本
問
題
集
に
採
録
）




